

第５学年　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　○　○　○　○
１　主題名　「責任ある行動」とは （ Ａ－善悪の判断、自律、自由と責任）

２　教材名　「いこいの広場」（出典：光村図書　きみがひかるとき）　

３　主題設定の理由

（１）ねらいとする価値について
  世の中にはたくさんの自由があり、それらを選ぶ権利が保障されている。人はだれでも自由に考えたり、行動したりしたいという思いをもっている。何にもとらわれない自由な考えや行動は、自主性を生み、自己を高めていく原動力になることもある。しかし、自由とは、自分だけのものではなく、相手や他の人の自由を認めることによって成り立っているものである。自由の意味をはき違えると周りに迷惑がかかったり、自分の将来に影響を及ぼしたりする。自由であることは、豊かな人間性を培っていくことにつながるが、社会生活を営む上では、そこにきまりがなければならないし、同時に自由の中に責任をもたなければならない。児童には、したいことをしたいがままに行動するだけでなく、自分のわがままな意志を律し、自由には責任が伴っていることに気付かせたい。また、自分の生活に結び付けて考え、自分のとった行動が周囲にどのような影響を及ぼすのかを考え、これまでやこれからの行動を見つめ直す態度や自分がどのような行動をしたらよいのか判断する大切さに気付かせたい。

（２）児童の実態

　本学級の児童は男子１６名、女子１５名の計３１名である。高学年となり、委員会活動や学級の係活動において自主的に考え行動しようとする姿が多く見られる。宿泊を伴う「緑の学校」では、自由な時間があっても次の時間に間に合うように動いたり、準備をしたりするなど、自律ある生活をしようとする姿が見られた。人に迷惑をかけていけないと意識している児童には、「ルールや決まりを守ることが大切」というだけでなく、自由と自分勝手とは違うという認識を高めるとともに自由の本当の意味を考えさせたい。そこで本時の学習を通して、自由に振る舞うには自己規制が伴うことや自由と規律ある行動の意義を理解させ、周りのことを考えて行動することや責任もった行動をすることが大切なことだと意識させたい。
（３）教材について

　「いこいの広場」でキャッチボールをする中学生と、キャッチボールは別の場所でしてほしいと声をかけるおじさんを、小学生の「ぼく」が目撃する。おじさんの主張に対し、中学生も反論するが両者とも納得することはなく、中学生が立ち去る。静かになった広場で、やりとりをみていた「ぼく」はもし自分があの中学生だったらどうしただろうと考え始める。自分の自由や権利をそれぞれに主張し合う登場人物が描かれており、中学生、おじさんのそれぞれ双方の自由について検討することで、責任ある行動とは何か、自律的な行動とは何かを考えさせたい。また、自分のこれまでの経験と重ね合わせながら、自分がとった行動が後に与える影響もよく考えて判断する必要性があることに気付かせたい。

（４）身近な問題として意識付けるために

　「公園はどんな場所なんだろう」と投げかけることで、これまでの自分の記憶や経験から考えさせたい。公園という場所が公共性のあるところであり、誰もが気持ちよく過ごすための場所であることを確認することで、自分の生活と結びつけて考えることができると考える。そのなかで、教材に登場する人物の言動に共感的あるいは批判的な立場で考えやすくさせたい。

４　本時の学習指導      

（１）本時のねらい 

  「みんなの広場」であるはずの公園で、中学生が注意された理由を考えることで、自由な権利があっても、自分勝手な行動をして周囲に迷惑をかけてしまうことがあるその後に起きうる影響を考え、自由を大切にしつつも、自律的で責任ある行動しようとする思いを高める。
（２）準備　児童：教科書、筆記用具
　　　　　　教師：教科書、ワークシート、提示資料
（３）本時の展開                                                                
	時間
	学習活動の流れ
	      教師の支援と評価(◆)

	５
１０

	１　責任ある行動とはどんな行動なのかを考える。

・自分のことは自分でやるということ
・自分でやったことに対して最後まで
やり遂げること

２　公園はどんな場所なのかを考える。

・楽しく過ごせる場所。

・みんなで遊ぶ場所。


３　教材を読んで「おじさん」と「中学生」の行動とその時の心情について考える。

＜おじさん＞
・小さな子のことまで考えているから。

・誰かがけがをしたら大変だから。

・広くない場所だから

・危ないと思うから
＜中学生＞
・公園は自由に遊んでいい場所だから

・気をつけてやっているから

・みんなの広場だから

４　中学生がキャッチボールをやめなくてはいけなかった理由を考える。

・失敗してボールが人に当たってしまい、けがをしてしまうかもしれないから
・ボール遊びをすると場所をとって、他の人が遊んだりすることができないから
・「みんなの広場」だからこそ、みんなが安心して使える場所じゃないといけないから。

５　本時の授業を振り返る。
・自分がした行動が誰かに迷惑をかけているかもしれないので、やりたいことをやるのではなく、その後に起きる状況を考えていくことが大切だと思った。
・今までは結果がどうなるかを考えていなかったので、 これからは結果を考えて行動したい。
・自分の好きなことをやるのはいいけれど、そのときは周りのことを考え、やったことに責任が取れるかどうかを考えることが大切だと思った。
	・「責任」という言葉のイメージを想起させ、ねらいとする道徳的価値への方　向付けを図る。
・公園はみんなのための場所であり、互いのことを考えながら過ごすべき場所であるという認識を共有する。
・おじさんの意見に賛成の立場を取る子が多いと考えられる。なぜ、中学生の言い分に反対なのかを問い返しながら明らかにしていく。

・中学生の「気をつけているから大丈夫」という考えと、おじさんの「気をつけていても失敗はある」という考えの違いに注目させる。

・具体的に中学生の考え方を探ることで中学生の行動には自己責任の伴わないものであったことに気づかせたい。

・責任ある行動とはどんな行動なのか授業を受けて考えたことや分かったこと、気づいたことをワークシートに記入する。




（めあて）　　　自由と責任について考えよう。





「おじさん」と「中学生」のどちらの意見に賛成ですか。





みんなの広場であるはずなのに、なぜ中学生はキャッチボールをやめなくてはいけないのだろう。





〈補助発問〉


・迷惑をかけなければ、何をしてもいいのかな。


・中学生はどうすればよかったのかな。








◆これまでの経験を重ね合わせながら、自分の行動が周囲に与える影響を考えることや、自分の行動に責任をもつことが大切であるということに気付くことができたか（ワークシート、発言）








